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過去7年間における琉球大学保健学部

附属病院耳鼻咽喉科悪性腫癌統計

琉球大学保健学部附属病院耳鼻咽喉科

津義山　務　宇艮政治　仲程一博

仲井間憲英　古謝将宏　野田　寛

は　じ　め　に

琉球大学保健学部附属病院耳鼻咽喉科において

は,過去二回に亘ってEl本耳鼻咽喉科学会沖縄県

fllニ!川二・> i-t-Tj.A,U'・;:!・. -:I 'JU恥蝣Tr.jfi-fl脚L:鏑も,ト,T・

報告してきたカt}%回昭和・48年4月より,昭和54

年12月末日迄の約7年間における症例について統

計的観察を行い,その中でとくに症例数の多い喉

頭癌ならびに上顎癌については, 3年粗生存率およ

び5年生存率を算出し得たので報告するQ

観察対象ならびに方法

観察対象は,昭和48年4月より昭和54年12月迄

に琉球大学疎健学部附属病院耳鼻咽喉科を訪れた

頑頚部悪性睡癌患者366例で,それらを年度別,

発生部位別,年令別,性別に統計をとり,そのう

ち発生部位を口腔(口唇,頬粘膜,歯肉,硬口蓋,

口腔底,舌),咽頭(上咽頭,中咽頭,下咽頭),

喉頭,鼻・副鼻腔(上顎,鼻腔,上顎を除く副鼻

磨) ,聴器,その他の6項目に区分し,その病理

組織像および治療法を加えて検討した。

観轟結果ならびに考接

l　年度別,年令別,性別の観察結果

7年間全般を通して,頭頚部悪性腰痛患者は各

年度とも耳鼻咽喉科患者総数の約3% (昭和48年

度21例, 49年度49例, 50年度56例, 51年度50例,

52年度52例, 53年度59例, 54年度84例)を占めて

いた。なお,昭和53年度は病院内年度区分の変更

により4月より12月末日迄の9ケ月間となっている.

観察対象となった366例の発生部位による分析

では,口腔59例(1630.咽頭118例

っており,諸森穿)a
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喉頭96例(2639 ,鼻・副鼻腔61例(16.599 ,

聴器3例(0.8#),その他32例(8.7%-)となっ

た(表1)0

初診時における年令別分布は, 60才台がもっと

も多く126例,ついで50才台, 70才台の順であり,

患者総数366例申,男性282例,女性84例,男女

比は3.3 : 1であった(図1.)

Ⅱ　発生部位別の観察結果とその分析

A　口腔の悪性痩癖について

-ォー"-こ　∴　∴二二蝣サー"5
る。

部位別発生頻度は,舌痛が26例(4429を示し,

また.性別については,男性が女性の約2倍とな

はば同様の結果を得た。

病理組織像は,扇平上皮癌がほとんどであった。

B　咽頭の悪性腫癖について(表3.)

1)上咽頭腫療

当科において26例経験し,これは頭頚部悪性腫

癌の7%に相当し,年令では他の部位に比較して

若年傾向を認めた。

疫学上,上咽頭癌は中国人に多発する傾向が認

められている。歴史的,地理的に中国の南方地方

三二　　　二∴
はなく,若干高率の発生をうかがわせるにとどま

った。

2. ㌢誓言,'、孟芸濃:8霊.'.。禁忌|6] #霊苦
れている.

病理組織像は1968年より1974年の全国統計にお

いてば　793例中, 71%が窟平上皮癌, 15#が悪

性リンパ腫,その他8%となっているが,当科に

おいては, 26例中,癌腫22例,肉腫2例,悪性リ
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ンパ腫2例であった。　　　　　　　　　　　　　　　なお,初診後5年を経過した昭和48年度と49年

治療については,放射線療法および化学療法が　　度の患者9例中,現在全員死亡となっている(義

主体であったが,一例は現部廓清術を行っている　　3)

衰1.耳鼻咽喉科過去7年間の悪性腫療患者年度別統計

48 年 度 49年 度 50 ^ S 51年 度 52 年 度 53 ^ 」 54 *P S 計

口 腔

口 唇

頬 粘 膜

.歯 肉
硬 口 蓋

2

1

1

ー0

1

2

1

一一

3

1

5

1

2

ー2

1

2

1

1

7

1

1 2

2

2

5 9

2

l l

1

6

口 腔 底 3 1 2 2 2 1 3

舌 3 6 2 5 4 5 2 6

咽 頭 6 1 9 19 1 5 1 6 1 5 2 8 日 8

上 咽 頭 4 5 4 4 1 1 7 2 6

中 咽 頭 2 5 7 7 9 9 1 4 5 3

下 咽 頭 9 8 4 6 5 7 3 9

喉 頭 6 8 ー2 13 ー3 19 25 9 6

鼻 . 副 鼻 腔 6 1 0 8 1 2 7 7 l l 6 1

上 顎 4 fi 5 9 4 5 8 4 1

鼻 腔 1 3 3 2 3 2 3 1 7

副 鼻 腔 1 1 1 3

& S

中 耳

外 耳

1

1

I

1

I

1

3

2

1

そ の 他 2 6 5 3 8 5

1

2

1

1

2 9

食 道 1

1

2 2

1

2

1 6

甲 状 腺

上 眠 険

顎 下 部

下 顎

H odg k in 病

W e g ene r 肉芽腫症

耳 下 腺

顎 下 腺

顎 部悪性 リンパ腫

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

4

1

1

1

3

5

4

1

3

総 計 2 1 4 9 5 6 5 0 5 2 5 6 8 2 3 6 6
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総数366(8282: 984)

図1.初診時における年令別分布
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表2.　口腔の悪性腰痛
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口 唇 2

( l : l)

扇 平 上 皮 癌 2 { 芸 工 芸 :

頬 粘 膜 1 1 扇 平 上 皮 癌 1 0 化 1

CS 6 : ? 5) 放 + 化 6

放 + 化 + 免 2

腺 痛 1 手 + 放 + 化 1

未 治 療 1

歯 肉 1

(S I :♀0)

扇 平 上 皮 癌 1 放 + 化 + 免 1

硬 口 蓋 6 扇 平 上 皮 癌 6 . 辛 + 化 1

(3 5 :♀1) 放 + 化 + 免 3

化 1

未 治 療 1

口 腔 底 13 扇 平 上 皮 癌 13 放 + 化 + 免 4

(Sll :♀2) 放 + 化 2

化 3

免 1

手 + 化 + 放 + 免 1

動 注 1

未 治 療 1

舌 26 窟 平 上 皮 癌 2 3 放 + 化 8

(8 16 :♀1Q) 放 + 化 + 免 9

不 詳 3 放 2

辛 + 放 + 化 1

化 + 免 4

動 注 1

未 治 療 2

放-放射線療法,化-化学療法,免-免疫療法,手-手術療法

2)中咽頭腫癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病理組織像は癌腫37例(肩平上皮癌) ,肉腫8

53例経験し,頭項部悪性腫蕩の14.4%　に相当　　触　悪性リンパ腫5例,不詳3例となっているO

L,年令は60才台がもっとも多く,性別は男性41　　治療は放射線療法を主体とした化学療法が多く,

例,女性12例で男女比は3.4:iで,諸報弟も当　この中には動注施行例も6例含まれている。

科でも同様に男性に高い比率を得た。
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表3.咽頭の悪性腫療

3)下咽頭腫痩

当腫疫は頑項部悪性腫療申,診断,治療および

予後全体にわたり,もっとも困難にして予後の悪

い腫癖とされているカ貫)'X,科においては, 39例を

経験し,これは頑頚部悪性庫癖の10.6　に相当

し,年令は60才台にもっとも多く,性別は,全国

統轟は男女比は1,6 ‥ 1であるが,当科では8B

: 1であった。

病理組織像は,ごく稀な例をのぞけば,すべて

扇平上皮癌で,分化型を示している。

また,末期癌で,初診時ただちに気管切開を施

行し,他の治療に移る間もなく癌死したのが4例

閉sxa!

なお,昭和48年度と49年度患者9例中,覗

在生存が確認されているのは1例のみであ

m

上 咽 頭 26 扇 平 上 皮 癌 16 放 + 化 + 免 1 1

(S 18 :♀8 ) 腺 癌 1 放 + 化 5

細 網 肉 腫 2 放 2

悪 性 リ ン パ 腫 2 化 3

未 分 化 癌 3 化 + 免 1

リ ン パ 上 皮 腫 2 手 + 放 1

末 治 療 3

中 咽 頭 53 扇 平 上 皮 癌 3 7 放 + 化 17

CS 41 : ♀12) 細 網 肉 腫 8 放 + 化 十 免 19

悪 性 リ ン パ 腫 5 化 3

不 詳 3 化 + 免 3

辛 + 放 + 化 1

放 2

動 注 6

末 治 療 8

下 咽 頭 39

(S 35 : ♀4 )

< - ' f " - -¥

辛 + 放 2

手 + 化 2

手 1

放 1

未 治 療 6
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(:喉頭の悪性腫癖について(表4)

喉頭癌は頭項部悪性腫顔中もっとも多く,全癒

表4.喉頭の悪性腫療

4)10)

症例の約2-4.を占めているといわれている.

当科においては,96例を経験し,頭項部悪性腫

癖の26%に相当しており,最近とみに増加の傾向

が顕著である。

と芸雷,篭禁慧霊,も芸孟>503"
4)10)㌔;0霊宝

10:1となっているが,当科においては,男性92

例,女性わずかに4例のみで,圧倒的に男性に多

く認められた。

病理組織俊は,ほとんどが偏平上皮癌であったO

なお,病理組織像で不詳とは,初診時すでに,他

の診療施設において診断治療をうけていた場合や,

治療を中途で止めた場合などを指し,治療法にお

いて,未治療とは,患者の家族の了解が得られず

治療を拒否されたもの,他の診療施設への転院や

他科への転科,緊急気管切開術のみで,腫療その

ものに対する治療に移れなかったものなどを指し

ている。

当科における喉頭癌は,大多数が進行癌であっ

たため,腫癖の発生部位は,声門上,声門,声門

下のいずれであるか不明確な例が多く,手術全症

例とも,仝喉頭摘出術を施行している。早期癌症

例においては,放射線療法,化学療法,および免

疫療法などにて一次的治療を得ているため,部分

切除施行例は皆無であったo現在までの喉頭全摘

術の最高年令は82才であったが癌死している。

なお, .3年粗生存率は65^.昭和48年度と49年

度14症例の5年生存率は45%を算出し得た.

D　鼻・副鼻腔の悪性腰痛(とくに上顎癌)につ

いて(表5)
4)ll) 1*)

上顎の悪性腫蕩統計としては,種々の報告があ

るが,年令では50才台がもっとも多く,性別では

男性でやや多く,患側では左右差がなく,両側は

まれとのことであった.
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表5.上顎・鼻腔・副鼻腔の悪性腫蕩

am

上 顎 41 扇平上皮癌 26 手 4

(S27‥♀14) 細 網 肉 腫 2 手+ 放+ 化 3

腺 癌 1 手+ 放 2

乳 様 腺 腫 1 辛+ 放+ 化+ 免 3

基底細胞癌 1 手+ 放+ 免 1

不 詳 10 手+ 化+ 免 2

放+ 化 6

放+ 化+ 免 12

放 1

化 1

動 注 5

未治療 6

鼻 腔 17 扇平上皮癌 9 放 3

(38 :♀9) 細 網 肉 腫 2 放+ 什 4

未 分 化 癌 1 放+ 化+ 免 4

腺 癌 2 化+ 免 1

基底細胞癌 1 手+ 化+ 免 1

線 維 肉 腫 1 未治療 4

リンパ上皮腫 1

副鼻 腔 3

〔上顎を除く〕

(82‥♀1)

:l {≡志芸 =1

当科においては41例を経験し,男性27例,女性

14例,男女比は1.9 : 1で,患側は右側23例,左

側18例で両側癌はなかった。

病理組織像および治療法は表6のどとくである

が,当科における手術施行は上顎全摘術9例,こ

れと同時に眼窟内容摘出術を施行した3例,計12

例であり,昭和52年以降3年間の症例に対しては,

上顎全摘術適応症例がなく,動注法を主体とした

化学療法,放射線療法,および局所の清掃(ネク

ロトミー)の三者併用療法にて治療している。

なお,昭和48年度と49年度に加療した10症例の

5年生存率は60%となっており,このうち7例は

上顎全摘および亜全摘が施行されている0　3年粗

生存率については, 22%を算出した.

E　聴器の悪性腫房について

聴器悪性腫湯は稀であり,とくに中耳癌はきわ

めて少なく,慢性中耳炎を発癌母地とする扇平上

皮癌であるとされていi)bゞ,当科においては中耳

悪性腫療2例(扇平上皮癌) ,外耳道悪性腰痛l

例を経験した。

¥^mcsES

以上の5項目を除き,その他として食道癌6例,

甲状腺癌4例. Hodgkin病3例,項部悪性リンパ

腫3例,および耳下腺,顎下腺の悪性腫湯を5例,

計29例を経験した。

また,これら悪性腫療中,重複癌と判定された
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症例が3例あったこ3)

まとめ

昭和48年4月より昭和54年12月末日迄の約7年

間に琉球大学保鮮学部附属病院耳鼻咽喉科におい

て取り扱かった悪性腫癖患者366例の統計的観察

を行なった。

悪性腫場患者は各年度ともに外来患者総数の約

3%を占めており,これらを発生部位別に口腔腰

麻59例(1639.咽頭腫蕩118例　　　　　喉頭

腫療96例(26%) ,鼻・副鼻腔腫療61例(16.5%),

聴器腫療3例(0.8%),その他32例(8.7

の6項目に分けて検討した。

性別では男性182例,女性86例,男女比3.3 :

1で男女ともに50才台, 60才台の癌年令層に高頻

度にみられた。

症例数の比較的多い喉頭癌ならびに上顎癌につ

いて, 3年粗生存率および5年生存率は,喉頭癌

は65%と45^.上顎癌は22%および59%を算出し

得た。

本論文の要旨は,第12回日本耳鼻咽喉科学会沖

縄県地方部会学術講演会において発表した。
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Abstract

Statistical Observations on the 366 Malignant Tumors in

the Oto-Rhino-Laryngological Department of the Ryukyus

University Hospital During Past Seven Years

Tsutomu TSUKAYAMA, Masaharu URA, Kazuhiro NAKAHODO,

Norihide NAKAIMA, Masahiro KOJA and Yutaka NODA
Department of Otorhinolaryngology, College of Health Sciences, University of the Ryukyus.

The 366 patients with malignant tumors in head and neck were statistically observed

during past seven years from April 1973 to December 1979.

The proportin of the patients with malignant tumors in each year were always almost

3 % of all patients in our ORL-Department.

These patients were divided into the 6 locations, i.e. 59 cases in oral cavity (16.0 %),

118 in pharynx (32.0 %), 96 in larynx (26.0 %), 61 in nasal and paranasal cavities (16.5 %),

3 in ear (0.8 %) and 32 in the others (8.7 %), and were discussed with the bibliographical

considerations.

The male and female patients with malignant tumor were respectively 282 and 86, and

the ratio of the male to the female was 3.3 : 1.

The malignant tumors in head and neck were also found in the so-called cancer age of

50 and 60 years of both the male and female patients.

The rough survival rate for three years and the survival rate for five years were re-

spectively 65 % and 45 % in the laryngeal cancers, and 22 % and 59 % in the cancers of

maxillary sinus.

(Ryukyu Univ. J. Health Sci. Med. 3 (4))


